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は じめに

本稿では、現在注 目されている大学の国際化戦略及び大学教育の国際化 と関連付け、広

島大学短期交i換留学プログラム(HUSA)の 留学生向けに開講 されている英語で行われる授

業を、他の 日本人学生にも開講し、国際カ リキュラムを構築することの可能性を模索する。

海外の例 も参考にしなが ら、留学生 と日本人にとって有益な国際カリキュラムを作成する

ことの意義は何か、国際カ リキュラム構築は現在のシステムの中で可能なのか、障壁 とし

て立ちはだかる問題は何か、国際カリキュラムとはどのようなカリキュラムにな り得るの

か等の、大学の国際戦略において今後重要な課題 とな り得る問題について、現状を分析 し

てみたい。 さらに、 日本人学生 と留学生が希望する教育の提供を念頭におき、国際カ リキ

ュラム構築への短期交換留学プログラムの活用について考察 したい。

1980年 代頃か ら、「大学の国際化」が盛んに議論 されているが、その現状の中で広島大学

の国際戦略にも掲げられている 「国際的通用度の高い人材」の育成の一環 としての国際カ

リキュラムの構築について考察 してみたい。大学院教育は学部教育 とは異なる側面がある

ため、本稿では、学部 レベルでの国際カ リキュラム構築に絞 り考察す る。また、 日本人学

生 と留学生が共に授業を受講することに関しての考察は、1)日 本人学生が通常受講 してい

る日本語で行われる授業への留学生の参加 と、2)短 期交換留学プログラム留学生用に開講

されている英語で行 う授業への日本人学生の参加 とに分けられるが、本稿では主に2)に 絞

って考察 したい。

1998年10月 、大学審議会は 「21世紀の大学像 と今後の改革方策について 一競争的環境

の中で個性が輝 く大学 一」 とい う答申1を出し、「国際舞台で活躍できる能力の育成等」の

項 目で、「外国語教育の充実や海外留学の推進等を進めると同時に、我が国の歴史や文化へ

の理解、国際社会の直面する重要課題への認識 を深めた り、討論、口頭による意見発表や

報告、プレゼンテーション等の訓練を通じて自らの主張を明確に表現す る能力を育成する

など、国際舞台で活躍できる人材の養成を図ることが重要である」 と定めている。このよ

うな状況の中、大学のカ リキュラムの国際化は世界の大学が直面 している重要な課題であ

11998年10月 に出された 大学審議会の答申については
、

http://ww.k-kentan.ac.jp/shokei/shok_data1.html参 照。
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り、 日本の大学で も対応が求 め られてい る。2現 在 、大学の国際化 を積極的 に実現 してい

る大学 が年 々増加 している現状 の中で、多様化す る留学生及び 日本人学生のニーズ に応 え、

よ り時代 に即 した形で大学 での勉学 が将来に生かせ る体制 を整 えていけ るよ う大学の改革

事項 につ いて考察 してみ る ことは、大学 の生 き残 りを模索す る意 味か らも重要 であろ う。

大 学 の国 際戦 略 の必 要性 と現状 一 大学 変革 の背 景

まず初 めに、大学の国際戦略 につ いての文部科学省 の現在 の全 国 レベル での動向及び広

島大学 の国際戦略 につ いて簡単 にま とめてみ たい。文部科 学省 では、「科学技術 ・学術の国

際展 開の戦 略的促進」の一環 として、国際的 な教育活動 を推進す る 「戦略的 国際連携支 援(国

際化推進 プ ログラム)」 を平成17年 度か ら開始 し、海 外の大学等 との連携 を図 り、国際的

共 同プ ログラム を開発す るな どの総合 的国際教育活動 を支援す る体制 を整 えてい る。 さら

に、 日本 の国際化 の課題 として、諸外 国か らの要請 による受身 的対応 にな りが ちな国際化

を 日本 か ら積 極的 に取 り組む体制作 り、組織 全体 と して の国際化へ の取 り組 み を掲 げてい

る。現在 、 「科学技術 国際戦略総合 プラ ン」 として、1)国 際展 開基盤強化(大 学戦略)、2)

アジアパー トナー シ ップ強化(地 域戦略)3)国 際的研究人材 の養成 ・確保(人 材戦 略)、4)

国際展 開の戦 略的推進(戦 略構築)を 掲げてい る。3さ らに、1)国 際展開基盤強化プ ログ

ラム(大 学戦 略)で は大学 にお ける国際展 開の戦略 的な推進 の基盤 となる次 の5点 を推進

す る としてい る:① 大学 にお ける特色 あ る組 織的な国際展 開に向けた取 り組 みの推進、②

国際的な研 究協力網の形成促進 、③ 国際競争 力の ある高度 な人材養成 の拠 点整備 の推進、

④海外拠 点 を核 とした交流事業 の総合 的展 開、⑤研 究成果 の国際的情報発信 力の強化、で

ある。

次 に、国際カ リキュラム構築の背景 とな る広島大学の国際戦略 について考察 してみたい。

大学 の国際化 を促 進す るに当た り、問題 とな るの は、 どの機 関が拠 点 となって体制 を整備

してい くか、そ してそ の整備 を進 めてい くにあた って の現実 的な人材確保 と仕 事配分で あ

り、 これ らは新 しい試み をす るにあた り深刻 かつ重要 な課題 であろ う。例 えば、2003年 に

掲 げ られ た広 島大学 の国際(国 際化)戦 略4に よる と、国際化 目標 を1.ひ との国際化 目標、

2二 宮(2003:210-211)は
、アメリカの大学でも、アメ リカ人の国際1生を高める教育課程への挑戦とし

てカリキュラムの国際化についての研究 と改革が行われていることを指摘 している。
3詳 しくは、文部科学省ホームページを参照。

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu9-1/shiryo/05031401/008.htm
4「 広島大学の国際(国 際化)戦 略InternationalizationStrategy広 島大学2003」 参照

。2005
年12.月 には、「広島大学の 『新』国際戦略一世界 トップレベルの特色ある総合研究大学を目指 して
一」が作成 された。
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II.知 の国際化 目標 、III.キ ャンパスの国際化 目標 、の3つ のカテ ゴ リー に分類 し、 目標 を

定めてい る。1.ひ との国際化 目標 の 中の、1.学 ぶひ との国際化 に掲げ られた 「① 国際的

資質 を備 えた広 島大学生 の育成 、② 将来性の高い優秀 な留学生 の確保 ・育成、③ 国際的資

質を育成す る機 会 ・プログラムの開発 ・提供」 を実現す るための方策 の一部 として の英語

で行 う国際 カ リキュ ラム構 築の意義 は 日本 人及 び留学 生双方 に とって大 きい とい える。

2005年12月 には、広 島大学 の 「新」 国際戦略5が 発行 され、 さらに改訂 され た具体的 な 目

標 が掲 げ られ てい る。 ここでは、2003年 版 の1,II,IIIに 加 え、 「社会貢献」 の国際化促

進 が掲 げ られ てい る。

広 島大学の 「新 」国際戦 略では、上記 の4項 目の ピロー(柱)に 加 え、1)ブ ラン ド化、

2)ユ ニバーサル化 、3)ネ ッ トワー ク化、4)デ ヴォル ーシ ョン化 、5)ビ ジネ ス化、

6)イ ンフラ整備、 の六つ の戦 略を掲 げてい る。1)ブ ラン ド化 の項 目では 「国際的人材

育成 に努 め る大学づ く り("ヒ ロダイ"生 の育成 を)」 と して、「国際社会で活躍で きるだ け

でな く、 日本 の社会 にあって国際社会 との接点で絶 えず一線 に立って指導性 を発揮 しなが

ら活躍 で きる 『国際 的通用性 の高い人材』 の育成 を行 う」 ことを掲 げ、 日本人学生 だけで

な く、留学生 もそ の対象 であ ることを述べてい る(広 島大学 国際戦略本 部2005:8)。 さ

らに、「従来 の大学 を中心 とす る国際交流 ・連携活動 な どの国際的展 開を各部局 レベル まで

分権化 し、部局 の責任 にお いて積極 的 に国際的展 開を図る とい う国際化 のデ ヴォルー シ ョ

ン化 を推進 」す ることを掲 げてい る。6

この状況下で、短期交換留学 プ ログ ラムの重要 な位置 を 占め る英語 で行 う授 業の質 を向

上 させ 、単位 互換 を促進 でき るものに し、国際通用性 を高 めてい くことは、短期交換留学

プ ログラムの信頼性 と質 を高め るとともに、大学全体 の国際化 に向 けての整 備 ・改革 を促

す 可能性 を持 つ と考 え る。7現 在 、国際共通語 としての英語習得 の意義 は、国際競争力 を

5広 島大学国際戦略本部2005年12月8日 発行の 「広島大学の 『新』国際戦略一世界 トップレベル

の特色ある総合研究大学を目指 して一」参照。

(広島大学ホームページhttp://www.hiroshima-u.ac.jpに も掲載。)
6「 広島大学の 「『新』国際戦略」一世界 トップレベルの特色ある総合研究大学を目指して一」は

、「広

島大学の国際(国 際化)戦 略InternationalizationStrategy広 島大学2003」 で掲げられた戦略を
より洗練 された、詳細で具体的なものにしている。
7全 国の短期交換留学プログラム担当者 も質向上に向けて尽力してきている

。2006年 度は「科学技

術 ・学術の国際展開の戦略的促進」の一環である 「海外先進教育研究実践支援(国 際化推進プログラ
ム)」 に、全国短期交換留学プログラム関係者が 「英語で開講する授業の国際水準化支援事業一短期

交換留学プログラムの授業を手本にして国際的教育能力の向上を目指す一」 と題 して共同で応募 し、

採択 された。英語圏の大学でFD(フ ァカルティ ・ディベロップメント)研 修 を受講し、短期交換留

学プログラムの英語で行 う授業の質向上を目指 して、実践報告会やシンポジウムを共催 し、国際的に
通用する教育を目指す ことを目標 とする。全国短期交換留学プログラムにおいて、英語で行 う授業の

質向上、国際通用性は最も注 目される課題の一つであり、将来 日本の大学の国際的教育能力を向上 し
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持つ人材 育成 の観 点か らも、大学教育で重要性 を持つ こ とを否定す るのは難 しいであろ う。

中嶋(2004:182-183)の 指摘す るよ うに、国際化 、情報化 、グ ローバル化 の進行す る中で外

国語能力 、特 に国際共通語 となった英語の運用能力 の欠如 に よ り日本が国際舞台 で取 り残

され る ことへ の懸念 は深刻 であ り、文部科学省 も対策 を練 ってい る。例 えば、2000年1月

に文部 大臣か ら諮 問を受 けた懇親会 は、最終的 に英語教 育改善の必 要性 と緊急性 とい う点

で一致 し、大学で は国際貢献 のでき る人材 育成 の観点 か ら 「英語 を学ぶ」 ので な く 「英語

で学ぶ 」カ リキュ ラム編成 への転換 の必要性 を提起 した(中 嶋 前掲)。

ここで、「英語イ コール 国際化」 とい う図式が成立 しない こ とは著者 も理解 している こと

を明確 に しておきたい。英語 と国際化 を連結 させ る ことへ の反論 として、「英語 と国際化 を

必ず しも結 び付 け られ ない」、 「日本 なのだか ら 日本語で授業 を行 うべ きだ」 とい う議論が

あ り、あ る意味正論で もある。留 学生用 に開講 され ている英語 で行 う授 業 を 日本人 も共 に

受講 でき る国際カ リキュラムへ と作 り上げてい くこ との意義 は、 日本の大学 を英語 圏のス

タンダー ドに合わせてすべ てを英語化 す るとい うこ とではな く、国際社会 に対応 できる人

材 育成 の一環 と して、大学 の一部 に英語で行 う授業 のカ リキュ ラム を設 け、留学生 に約束

した国際通用性の ある英語 で行 う授 業の満 足度 を高 める と同時に、それ を 日本人学生 が積

極 的に利用 でき る体制 を整 え ることにあ る。8今 日におい て、国際社会 に通用す る英語運

用能力 とアカデ ミック能力 の習得 が、 よ り広い世界へ 向けての情報発 信の手助 け となるこ

とは、もはや否定で きない であろ う。ただし、ここで述べ ているのは英語運用能力習得9に

よる知識 習得や情報普及 の有効性 であ り、必ず しも西欧 の思考 が標 準で ある とか、西 欧の

研究 が最先端 であ るとい う議論 ではない ことを強調 してお きたい。

大 学 の国 際化 ・国際性 とは何 か

ていくためには、日本の大学の国際化に向けて短期交換留学プログラム関係者が貢献してきているこ

とについての大学からの理解も今後必要 となるであろう。
82005年2月 に

、学長裁量経費で 「『広大短期交換留学プログラム(HUSA)留 学生のための英語で

行 う授業(英 語圏の大学 ・大学院相当の授業)の 日本人学生への開講ニーズ調査』:～ 日本人学生へ
の開講に向けて～」と題 して、広島大学短期交換留学プログラムの留学生向けに開講されている英語

による授業の広島大学の日本人学生への開講ニーズについて全学規模でアンケー ト調査を行った。日

本人学生への英語による授業の開講についての考察は、「短期交換留学プログラムにおける英語によ
る授業の日本人学生への開講:一 カ リキュラムの国際通用性 と生涯学習一」(日本総合学術学会誌2006

第4号)を 参照。また、広島大学全学で行った 日本人学生の英語による授業の受講希望についての調
査は、「短期交換留学プログラム留学生のための英語で行 う授業の日本人学生への開講ニーズ調査」

(留学生センター2006第16号)と してまとめた。
9英 語で行 う授業の受講希望について広島大学の日本人学生に向けて行ったアンケー ト調査につい

ては脚注8を 参照。また、Web-CTを 利用 した新 しいコースについては、pp.21-22を 参照。

-12一



国際スタ ンダー ドのカ リキュラムを構築す るに あた って、重要 な論 点 ともい える大学の

国際化 の持つ意 味についてま とめてお きたい。 大学の国際性 について、江渕(1997:139)は

次 の よ うに要約 してい る:1)普 遍 的価値 ・心理の探求 をめ ざす学 問に内在 す る 「知的普遍

主義 」(intellectualuniversalism)の 精神 に貫 かれ ている こと、2)知 的普遍主義 に根 ざす

ところの 「学 問に国境 な し」 とい う 「知 的国際主義」(intellectualinternationalism)の

理念 に立脚 して、知識 を広 く世界 に求 め、また国民の教育 だけでな く、外 国人の教育 にも

惜 しみな く努 力す る精神 をもってい ること、3)こ れ らのニー ズに応 え るた めの国際的 に通

用 す る レベル の研 究 と開放的 な教育 シ ステ ムを整 えてい る こ と。 さ らに、喜 多村(1989:

13-15)は 、大学 の国際的性 格は、現代 の大 学が担 ってい る普遍 的知識 や価値 の探求 とその

教育 とい う目的及び機能 の中に基本 として包含 されてい るこ とを指摘 してい る。知識、価

値 は 自国の固有文化のみ に基づ くものではな く、特定 の地域や 国境 を越 えて普遍的知識や

真理 を追究す る国際的性格 を必然 的に持 た ざるを得 ない。つ ま り、「いかな る大学 も特定の

国、国民、地域、地方 の歴史 、文化 、社 会 と隔絶 して存在 しえず 」(前 掲:15)、 異質な思想

や文化 との接 触 に対 して 開放 的であ る場所 が大学で あるべ きである とい う考 えに基づいて

いる。ここで、大学の国際化 の議論 において と りあげ られ るのが、大学が置かれてい る 「地

域性」、「国民性」 とい う 「国際性」 と相 対立す る志向性 であ る(前 掲)。 大多数の教授陣 は

自国の人材 で構成 され 、教育 の対象 は 自国の学生 である。 したがって、喜多村(前 掲)は 、大

学 の健全 で生産的制度 を確立す るためには、大学のイ ンターナ シ ョナ リズム とナ シ ョナ リ

ズムのバ ランス を保つ必要性 を説 いてい る。 その意味で も異 なる文化 的背 景か ら知識習得

につ いて も異な る背景 を持つ 日本人学生 が留 学生 と共 に学ぶ こ との意義 は大 きいであ ろ う。

江渕(1997:7)は 、喜多村 が編集 した 「『大学 の国際化』に関連す る文献 目録」に言及 し、

国際化 についての研 究領域 の分類項 目が多岐に渡 るこ とを指摘 してい る。 分類 された分野

を挙 げる と、1)国 際化/国 際性、2)国 際交流 一般 、3)学 術 ・教 育 ・文化 の国際交流 、4)教 育

の国際交流 、5)特 定地域 と国際交流 、6)大 学の国際交流、7)外 国人教員 、8)留 学、9)留 学

生一・般 、10)留 学生 の受 け入れ 、及 び11)ア ジア人留学生/ア ジア人の 日本留学/日 本人のア

ジア留 学、 とな る。広 島大学短期交換留 学プ ログラムは、幅広 く大学 の国際化 と関わ って

きてお り、大学の国際化 に大い に貢献 でき る面 を持 ってい る。 このプ ログ ラムで展開す る

地域及 び 日本 人学生 との国際交流等 の諸活 動及びプ ログラムのカ リキュ ラムの 日本人学生

へ の開講 を進 めてい くことで、大学 の国際化 を促す 可能性 がある。

短期 交換 留 学 プ ログ ラム の現状 と課題:教 育制度 の違 い に よる問題
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現在 の短期交換留学 プログラムには改善 に向けて努力すべ き課題 があ り、 これ らの課題

を実現 して い くこ とに よ り同時 に大学 の国際戦 略 も実 現で き る部分 も多 い。 花 見 ・西谷

(1997)は 、一橋大学 におけ る短期留学生受 け入れ 、及 び国立大学短期留学特別 プ ログラム

におけ る諸 問題 を5つ の領域 に分離整理 してい る。それ らは、1)教 育 システ ムの標準化 の

問題 、2)教 育言語の問題、3)日 本語 日本文化教育 の問題 、4)学 生交流の問題 、5)協 定校

制度 の問題 、で ある。 これ らは広 島大学の短期交換留学 プ ログ ラムにおいて も共通す る問

題 であ る。教 育制度及 び教 育内容 の面について、具体 的に問題 をみてみ よ う。

1996年5月 に九州 大学で行 われ た 「日米短期交i換留学 シンポジ ウム」、及び1997年6月

に大阪大学主催 のスペ ース ・コラボ レーシ ョン ・システ ム(SCS)を 利用 した協議会等 の機会

を通 じて浮 き彫 りになってきた留 学生用の特別プ ログラムの問題 点について、花見 ・西谷

(1997)は 、9項 目に分 けて列挙 してい る。 このシンポジウムは約10年 前 に開催 され たもの

であ るが、 ここで指摘 され てい る短期 交換 留学プ ログ ラムにおけ る問題 は、2006年 の現時

点で もほぼ 同 じで ある可能性 が高い。 少な く とも広 島大学 の短期 交換 留学プ ログラムでは

5)以 外 については共通す る問題 であ る。10

1)学 生の 日本語力 が多様 で、 日本語 で授 業の受講 が可能 な学生 も存在す る。

2)特 別 プ ログ ラム11参 加 留学生の英語力 が一様 でない。

3)学 生の語 学力 、基礎 学力が多様 で、焦点 を絞 りに くく、教養科 目的 内容 になる傾 向があ

る。

4)理 工系科 目中心の特別 プ ログラムでは、応募 学生が少 ない。

5)特 別 プ ログ ラムの中心は英語 に よる特別科 目の授 業であ り、そ のた め 日本語学習 のコマ

数 が少 ない場合が一般 的で、学 生の主 目的が 日本語習得 にある場合 も多 く、 日本語教育体

制 への学生の不満 が出てい る。

6)英 語 に よる専門科 目の講義 を担 当教 官のボ ランテ ィアに頼 ってい るため、正規科 目とし

て英語 に よる講義 を開講 していた大学以外 は、正規 の講義負担 に数 え られ ていない。

7)単 位 互換 が十分 に行 われていない。単位 が認 定で きて も、成績 を認定す るこ とは難 しい。

8)ア メ リカ 、 オー ス トラ リア等 の学 生 か ら、講 義 中心 で討論 の時 間 がな い、reading

assignmentが ない等、授業 の内容、進 め方 につて の不満 が出てい る。

9)共 に学ぶ学生は留学生ばか りで、一般学生 との接触 が少 ない との不満 が出ている。特別

10広 島大学短期交換留学プログラムの場合
、 日本語コースが初級 ・中級 ・上級 とすべて揃ってお り、

留学生の日本語 レベルがどのレベルであっても受講可能な日本語の授業があることから、プログラム

参加者を惹きつけやすいものにしていることが予測 される。
11pp .17-19を 参照。
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プログラムに隔離 されることにより、異文化体験が剃限される。

広島大学短期交換留学プログラムの参加条件は.日 本語または英語で授業の受講が可能

であることである。 したがって.英 語で授業が受講可能 として参加 した学生は.英 語で行

う授業を受講 しつつ、 目本語の授業を受講 しているパターンがほとんどである。 したがっ

て、英語で行 う授業の単位が留学生の大学で互換されるよう体制を整えていく必要がある。

短期交換留学プログラムは日本の大学 と海外の大学 との連結点 として動いてお り、ま さに

異なる国の教育制度や単位取得のシステムが交差する領域であるといえる。 日本の大学教

育を国際的に通用するものにしていくうえで、 霞本語以外の言語で講義を行 うことの利点

は近年注 目されてきてお り.国 際的に認められるシラバスや、評価の仕方、 日本の大学で

取得 した単位の互換性について研究を進め.日 本での教育が国際的に評価 され通用するも

のにしていくことの重要性はもはや否定できないであろう。英語で行 う国際カ リキュラム

作成では、どのように国際標準のカリキュラムを設定 してい くか、教授言語である英語に

よる授業を行 うにあた り発生する問題をどう解決 してい くかが、日本の大学での現実的問

題である。

国際カ リギ瓢ラム編成にお ける課題1カ リキ瓢ラムの特徽 と教授言語

国際カ リキュラム構築における重要な諜題の一つはカ リキュラムの内容設定である。 ど

のような特徴 をもつカ リキュラムにす るかは、現実問題 として大学の財源、人材確保 とも

関わる問題であ り、大学の国際戦略とも照らし合わせながらカリキュラムの特徴を決定す

る必要がある。国際カ リキュラム編成についての研究で、英語圏でない国で英語を使用 し

た国際カ リキュラム編成に取 り組んできた例は、 日本の大学での国際カ リキュラム構築に

あたり大変参考になる。例えば、黄(2005)の 中国とオランダの大学教育カリキュラムの国

際化についての研究からは学ぶべき点が多い。黄(2⑪051195-196)は 、1994年 にOECD/CERI

の研究グループによって行われた国際化 されたカ リキュラムの定義や仮説的類型 に関する

先行薪究に言及 し.「外国人留学生だけでなく.自 国学生をも対象 とし、国際的及び多文化

的文脈において(専 門的 ・社会的に)活 躍できるよう学生を教育す ることをね らってデザ

インされ、国際的志向の内容をもつ科 目群から成るカ リキュラムを編成 ・実施するプロセ

スである」 とい う大学カリ・キュラムの国際化についての定義(OECDDocumentsl9961227)

について述べている。この定義から考察しても、 日本人学生 と留学生 とを匿別せず共に国

際的視野から教育することを目指すなら.共 に受講できる国際カリキュラムを構築 してい

くことは今後重要であろう。まず.中 国とオランダの国際カ リキュラムの研究について重
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要 な関連事項 をま とめ、参考資料 としたい。

黄(2005)は 、1996年 の 「OECDDocuments」 にま とめ られた9つ の国際化 されたカ リキュ

ラムの仮説 的類型 を挙 げてい る。 ① 国際的な内容 をもつ科 目群 を含む カ リ・キュラム、 ②

従来 か らあ る科 目で あるが、 国際 ・此較接 近法 を加 えるこ とによって内容 的に拡大 された

科 目群 を含む カ リキュラム.(3)国 際的専門職 を 自的 と して学生 を教育す るカ リキ ュラム、

(4)異 文化 問 コミュニケー シ ョンの諸 問題 へ の対応 や異文化 間相 互作爾技 法の訓練 を 目的

とす る外 国語 教 育 も しくは言語 学 のカ リキ ュ ラム.㈲ 複 数 地域 をカバ ーす る地 域研 究

(&r㈱studies)・ 広域研究(regio轍lstudies)と い った学際的プ ログラム、(6)国 際的 に認

め られ た専 門的職業資格取得 のためのカ リキュラム、⑦ 合 周学位 ・二重学位 取得のた めの

カ リキュ ラム.⑧ 必修科 目の一部 を外 国の大学 において取得 させ るカ リキ ュラム、 ⑲)蒋

に外 国人留学生 のために設 け られ たカ リキュラム.で ある。

中国の国際化 されたカ リキュラムは、履修 対象 によって.外 国人学生 を対象 とす るもの

と中国人学生 を寿象 とす るものの二つ に分 け られ る 横2005:196)。 また、外国人留学生 向

けのカ リキ ュラムは.中 国人学生 と同 じク ラスで受 ける科 目と留学生 だけを封象 に開設 さ

れ る科 目に分 け られ る(前 掲1197)。 中国にお ける外 国人留学生教育 が始 まった1950年 当

時の留 学生教 育は.政 府 間の交換留学 生協 定に基づ き、 中国政府 か らの助成金 を受 けた少

数 の外 国人留 学生 を対象 に中国語、 中国史及 び中国革命 史な どが教授 され た(前 掲〉。 つま

り.当 初 は留学生 向けカ リキュラムは留 学生のみ に開講 され、 目的は留 学先 であ る中国 に

つ いて勉 学す る 目的が主で あった ことにな る。 近年、 中国で も国際化 され たカ リキュラム

数 は増加 している。例 えば.復 旦大学で は、1990年 と比較 して.2002年 にお ける国際化 さ

れ たカ リキュラムの絶蝉数 は.全 カ リキ ュラム数 の20%で 、少 ない よ うではあ るが.213か

ら479と.倍 以上 に増加 している(黄2⑪ ⑪5:20① 。顕著な増加 が見 られ る分野は、(4>異 文

化 問 コミュニケー シ ョンの諸 問題へ の対応や 異文化問相互作周技法 の訓練 を 目的 とす る外

国語教育(英 語)も しくは言語学 のカ リキュラム.㈲ 複数地域 をカバーす る地域研 究 くarea

studies)・ 広域研 究(regionalstuδies)と いった学際的プ ログラムで ある。 国際化 され た

カ リキュ ラムはほ とん どが言語学や人文 、社 会科学 に関連 した科 目であ り.国 際的専 門職

を 目的 として学生 を教育す るカ リキュラムや 、国際的 に認 め られ た専門的職 業資格取得の

ためのカ リキ ュラム.ま た外 国の大学 と連携 した学士 レベル にお ける合 同学位 ・二十学位

取得 のカ リキュ ラムは、発展 してい ない 揃 掲:20⑪ つOD。 広 島大学 の短期 交換 留学プ ロ

グラムでの英 語に よる開講科 目も類似 した傾 向が あ り.国 際的 に認 め られ た専門的職業資

格取得 のためのコー スや 、合 同学位等 のカ リキュラム等 はまだ発展 していない。
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日本 の大学で も留学生用 に 日本 語 ・日本文化 を学ぶ プ ログ ラムが設 け られ ている。 これ

らのプ ログラムは.主 に 日本語 ・日本文化 を 日本語 で学 ぶ ことに 日本へ の留学 の 目的をお

いてい る1慧。そのた め、プログラムの参加 のためには授業 を受講 でき るレベル の 日本 語能力

が要求 され る。そ の点 では、 日本 留学 におい て、 自国の言語 で ある 日本語 でな く、英語 で

行 う授 業 を提供 し、留学生 が 日本 語が堪能で な くて も一年 間留学で きるシステ ムを構築 し

た短期 交換留学 プログラムは大変鰯 新的 な試み である といえ よ う。 日本語 ・英語 の どち ら

かで授 業の受講 が可能 であ ることを広 島大学短期交換留 学プ ログラムの参撫条件 とす るこ

とで全世界の協定大学 か らの広範 囲の留学生 の受 け入れ を可能 に してい る。 また、初級 ・

中級 ・上級 に渡 る レベル の 日本語 の授 業の受講 を可能 に してい るだ けで な く、 日本語や 日

本 文化 を含 めた多分野 に渡 る授 業 を英語で 開講 し、多様 な分野の交換留学生 が 目本語能 力

に関わ らずプ ログラムに参加 で きるシステ ムを提供 してい ることは、 日本へ の留学 を希望

す る学生に とって大 きな利 点で あろ う。13こ の点は.国 際 カ リキュラムの構築 に当たって.

様 々な専攻の 日本人学生 が大いに活用で きる点 である ともい える。 しか し.現 時点では.

広 島大学短期交換留学 プ ログ ラムの授 業 は 日本人 とほぼ分 離 した状態で行 われ てお り、グ

ローバルな 諏 ミュニテ ィであ り学生が海外 に 目を向け る目を養 う場 を提供 していけ る可能

性 を持 つプ ログラムを、留 学生のみで な く、 日本人学生 のため にも有効 に生 か してい く戦

略が重要 とな るであ ろ う。

黄(2005:200)は.中 国の多 くの大学 にお ける国際化 され たカ リキ ュラムの編成方法 につ

いて主に 自主型 ・協力型 ・導入型 の三っのパ ター ンとしてま とめてい る。自主型は.「 自分

の大学の伝統や現状 に基づ いて、現有の教員 を中心に国際化 されたカ リキュラムを編戒す

る」もの.協 力型 は、「外国大学 ・学部 と共 同で学位課程や相互 に認 め られ る科 目な どを編

成 ・開設す る」 ものであ る。 導入 型は、海外 で留学や研 究を行 った経験 のある留学 生や学

者 を 自分の大学 に招聴 し、国際化 されたカ リキュラムを編成 す る 「人的 な導入」 と、主に

外 国の大学 におい て用 い られ てい る教科書 な どを騰入 ・導入 し、図書館や クラスで使用す

るr教 科書の導入」 に分 け られ る。現在の広 島大学短期 交換留学プ ログラムの運 営は この

類型 の うち 「自主型 」に近い とい えよ う。

捻例えば
.広 島大学留学生センターの 「日本語 ・日本文化研修留学生プログラム」は、各国大使館に

よって国費留学生として選抜 ・推薦 された目本語 ・日本文化を専攻する学部 レベルの留学生を対象 と

し.日 本語能力の向上と目本文化に対する深い理解を図ることで 目本とその国の架け橋となれる人材

を養成することを目的とする。
13200か2006年 度の広島大学短期交換留学プログラムでは

.総 合科学部.経 済学部.法 学部、教育学

部、文学部.理 学部.工 学部、生物生産学部より、学部レベルの授業を英語で開講した。また.大 学

院生でプログラムに参加する留学生で希望する場合は、国際協力研究科[IDEC(1就ematio泌l
DevelOpmentandCO◎peratiOn)]の 授業も受講できる。
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続いてオランダはどうであろ うか。簡潔にまとめると、留学生用にはカ リキュラムも含

めて特別な措置が とられる傾向がある。黄(2004)の 行ったオランダの大学教育カ リキュラ

ムの国際化の研究か らは、中国の事例 と異なる結果が伺える。オランダでは.高 等教育の

国際化に重要な役割を果たす として英語による教育プログラムの開発が急速に実施 されて

いる(黄200416昏67)。1995年 と比較 して2003年 には英語による授業科 目総数はほぼ倍

に増えている(前掲路8)。 オランダの大学における英語による科 目で興味深い点は、英語

圏諸国と岡様に国際的に求められ るMBA等 のカ リキュラム構築が進められると同時に.ビ

ジネス ・管理な どの国際的な専門職プログラムを発展 させつつ、自国が農業大国である特

色を生かし、農業などの科 目を多 く英語で提供 していることである(黄2004169)。 さらに

興味深い点は、英語によるコースを通 して取得できる学位号 ・資格で目立っのは、修士学

位 と出席証瞬書(cert蓋f蓋c繍te。f礁en飴nce)を 授与す るプログラムである。開設期間は、

一 日から一週間の短期のコース、6ヶ 月か ら一年.2年 から4年 間のコースまで多種多様

である(前 掲:7①。

2⑪03年3月 の蒔点で、アムステルダム大学では、オランダ語によるプログラムが全体の

38%を 占めるのに対 し、英譜によるプログラムは62%で ある。ライデン大学でもオランダ語

によるプログラムの数が48で あるのに対 し、英語によるプログラムが52と 英語による科

目が上画っている。これ らの英語によるプログラムが外国人留学生だけでなく、オランダ

人学生にも開講 されている(前揖72-73)こ とは注 目に値する。科 目の内容を見ると、オラ

ンダ語によるプログラムのほとんどは、異文化間コミュニケーション問題や異文化問相互

作用技能の謂練を目的 とした外国語や言語学であるのに蝉 し.英 語による科 目は多様で、

特に国際的専門職を目的 とした教育科 目が多い点は興味深い。ライデン大学の例か らは、

それ らの科 冒に加え、海外の大学 と連携 して開設 した二重学位や合同学位のプログラムも

ある(前掲173-74)。 このように、オランダでは.英 語によるプログラムを増畑 してオラン

ダ人学生及び留学生に開設 し大学教育カ リキュラムの国際化を促進す ると岡時に、オラン

ダ語によるプログラムをすべて留学生に開設 し.国 際化を進めている(前揖74)。

広島大学短期交換留学プログラムの英語で行 う授業の場合、基本的には 日本人 と別枠で

組まれているといってよいであろ う。ただ し、號に旨本人学生周に開講されている外国人

教師による英語による授業に短期交換留学生が参加 した場合は.日 本人学生と共に受講す

る例 もある。また、ごく少数であるが 日本人の教員が日本語お よび英語の両言語を使用 し

て授業を行 う例もある。プログラムの授業提供は.学 内の教員のボランティアに頼ってお

り.二 重学位の取得や、国際的専門職や専門的職業資格取得を員的とした教育 といった観
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点はまだ盛 り込まれていない。国際カ リキュラムの構築において、短期交換留学プログラ

ム用の英語による 「分離」授業(特 別 コース)を 、 日本人学生も共に受講可能な統合カ リ

キュラムにすることが一つの策 として考えられる。一部の日本語の堪能な短期交換留学プ

ログラム留学生が 目本人学生向けの授業を受講するような日本語で行 う授業での 「統合」

に加え.英 語で行 う授業での 「統合」である。

英語による国際カ リキュラムの構築において.英 語で行 う授業を日本の大学で開講する

ことによる旨本人学生 と留学生へのメリットについて、まず明確にしておく必要があろう。

1)留 学生へのメ リツ ト

英語で授業を開講することの留学生へのメ リッ トは何であろうか。まず初めに 日本語を

自国語 とする日本で英語の授業を開講することの意味について論 じたい。江渕(199711魂3)

が指摘す るように.留 学において.教 授言語の問題 はかなり重要な問題である。留学生が

留学先のプログラムで使用 されている言語での授業の受講が可能かどうかによって留学が

可能であるかが決定されるからである。現在世界共通言語 となった英語で授業を行 う英語

圏の大学と比較すると.目 本藷を主な教授言語とする日本の大学は、 目本語 を既 に習得 し

た学生を除いては留学生の留学先 としては選択外とな りやすい。いくら目本の大学が留学

生の増加 と国際化 を掲げても.留 学生が大学の使絹言語で授業を受講できない場合、留学

は不再能 となる。そのため.江 澗(1997頻43-14の が述べているように.留 学を考えている

学生に 日本 を留学先 として選択 させ る方策 として、教授言語 として非 自国語である英藷の

使用の導入が用い られる。留学の目的が留学先の国の言語文化の理解 ・習得 を目的 とする

とい う観点からは.非 自国語である英語によるプログラムの実施は矛盾をはらんでいると

する見解 もあるが(前 掲144)、 国際語 となった英語が学術 ・研究の共通コミュニケーショ

ン言語 となっている実惰 と、実際に幅広い留学先か らの留学を可能にさせ る大きな要因 と

なることを考えるならば、英語で行 う授業を開講することにより、より多様な留学生の 目

本への留学を可能にすることは否定できない。花見 ・西谷(1997:㊧ は、 目本の大学に留

学 しているアジア系留学生の態度について.日 本で学び 日本語一ヶ国語のみの習得では帰

国後第一線での活躍は期待 されなくなってきているとの意識から、アジア系留学生が 日本

の大学で学位 を取得するよりもアメリカを筆頭とする英語圏への再留学等 を視野にいれて

いることを指摘 している。

さらに、花見 ・西谷G9971㊧ は.こ のような時代背景の中で 日本で学ぶな ら日本語で

とい う正論だけでは、留学生教育の問題以前に、「日本人次世代の国際社会における将来性

の問題」であ り.ま た 「日本人薪究者の国際的通絹度の問題 でもあることを指摘 してい
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る。 さらに、花見 ・西谷q997路 の は.日 本語習得の難 しさのため、短期留学生に日本語

で学ばせることの無理についても指摘 し、「日本を学ぶ」に替わ り 「目本で学ぶ」、つま り、

日本の文化や言語でなく、目本の大学の提供する優れた学問分野に魅力を感 じて 目本に留

学 してくる可能性の模索についても述べているが.そ の問題点 として.特 に学部生のレベ

ルの場合 「日本を学ぶ」関心がなければ留学動機が低 くなるとい う点への懸念も表賜して

いる。

日本に留学した以上.臼 本語能力向上.日 本文化理解を高めることに留学の意義がある

ことは自明の理であるが.も し.目 本語能力が授業の受講が不可能なレベルでも日本への

留学を可能に し、なおかつ学部在学中に卒業を遅 らせることなく日本への留学が可能にな

るとい う留学生のメリットを考えるならば.相 互の学生交流を促 し、国際化 を推進する意

味からも英語で授業を開講 し、その単位互換 を推進する体制作 りのメ リッ トは大きい。江

渕(1997:149>の い う、「科学技術分野における英語の国際語化 とい う環実をふまえ、かっ

葬漢字圏諸国串身の留学生の日本語習得に伴 う負担を緩和する」愈味からの、英語の使用

による留学生教育支援体糊の整備である。広島大学の短期交換留学プログラムでは.各 学

部の教員のボランティア精神での英語による授業開講を1996年 のプログラム立ち上げか ら

行ってきており。各学部教員の協力のもと20⑪5-2006年 度の短期交換留学プログラムでは、

23の 英語による授業が開講された。また、広島大学短期交換留学プログラムでは初級 ・中

級 ・上級すべての 日本語コースが揃っていることか ら、1年 間の留学期間中に留学生が 日

本語 レベル を高め、 日本語でも授業の受講が町能なレベルにまで劉達 し、二学期 目には他

の 日本人の学部生 と共に授業を受講す る例もある。つまり、英語による授業の開講は.日

本語で授業を受講できるレベルに到達す るまでの移行期間のサポー ト体制としても役に立

つ 。

日本へ留学する以上.日 本語.又 は 日本社会及び 日本文化への興味は 日本での留学を成

功 させ る意味でも重要な要素 となることは否定できない。 しかし、 日本語で 日本文化の授

業を受講できるだけの日本語能力がなくても、英語で 日本文化についての授業が受講でき

れば、せっかくの 日本への留学の興味を 目本語能力の低 さからあきらめることな く実現で

き、 日本で生活する中で 目本語の授業 と他の英語による授業の単位 も取得することができ

る。 さらに、 日本語でまだ専門の授業を受講できない留学生にとって、英語で専門の授業

を受講できれば、単なる目本語の語学留学に終わ らず専門の知識を 目本で勉強する機会を

持てる。現在、広島大学短期交換留学プログラムで実施 しているように.日 本語又は英語

で授業の受講が可能であれば.日 本留学を 目指す留学生の幅は拡大す る。 さらに.英 語で
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行 う授 業を国際標 準化 してい くこ とは、 日本 人学生及び外 国人留学生 の 「国際的通用性の

高い人材育成」(国 際戦 略2005:8)と い う観点か らも、その意義 は大 きい。また、 さ らに

大 きな枠組 みの 中で考 える と、優れ たカ リキ ュラムが整備 されれ ば、優秀 な留学生が交換

留学先 の大学 を大学院留学 の留学先 として選 択す るこ とにもつ なが る。広 島大学短期交 換

留学 プ ログラム に参加 した留学生 の中に もプ ログラム終 了後 、広 島大 学の大学院 に進学 し

た例 が数例 あ る。既 にそ の大学 の生活環境 やス タッフに慣れ てお り、支援 体制 に満足 して

いれ ば、留学生 が同 じ大学 の大学 院に進学 したい と考 えるのは 自然 である といえよ う。

2)日 本 人 学生 へ の メ リッ ト

英語 で行 う授 業 を 日本人学生 に開講す ることに よる 日本人 に とってのメ リッ トと して挙

げ られ るのは、広 島大学 で英語 圏の大 学に留学 しな くて も英語 で授業 が受 けられ るこ と、

英語 圏の大学への留学準備や留学後 のフォ ローア ップ にもなるこ と、また英語で授 業 を受

講 でき るレベル にまで英語力 を伸 ばす ための努 力 をす る刺激 となる可能性 があ るこ とな ど

であ る。 問題 は、 日本人学生 が英語 で行 う授 業 を受講可能 なだけの英語力 を実際 には持 ち

合 わせ ていない とい う現実 であ り、それ が、「分離」をあた りま えの こ ととして受 け止 めて

いる現状 につ ながっている。

広 島大学では、 日本人学生 の英語 に よる授 業 を理解で きない現実 をふまえ、それ に到達

す るための準備段 階 として、広 島大学 ではINU(lnternationalNetworkofUniversities)

を利用 したWeb-CTの 授業 を2006年 度前期 に開講 した。14広 島大学では、即英語 による授

業 を受講す るレベルの英語力 を持 たない学生が、英語 の難易度 を調整 した導入的な レベル

の講義 を受 け、 さらにWeb-CTに よる教材 で勉強 し、その後実際の英語のi溝義 を数 日受 け

る とい う準備段 階的プ ログラムの提供 を2006年 度 に実現 した。Eラ ーニ ング15の場合、講

義 のサイ トを予習用 に使用 して講義 内容 を理解 す る準備 を した り、講義後 に復習 して理解

度 を確認 で きた りな ど、講義 を繰 り返 し有 効に活用で きる利点 があ る。 日本 人学生が短期

14広 島大学は自身がメンバーである大学コンソーシアムINU(lnternationalNetworkof

Universities)を 通 じて、海外の大学と共同で情報通信技術を活用した国際カ リキュラム構築を進め、

2006年 度に教養的教育科 目として 「INU特別協力講義A:PeaceandChange」 「INU特別協力講義B:

AmericanCultureandSociety」 を留学生センターより開講することが決定 した。
15現 在
、情報通信技術を活用した教育としてEラ ーニングが注 目されている。Eラーニングと同様に、

バーチャル ・ユニバーシティ(virtualuniversity)、 オンライン教育(onlineeducation)と い う言

葉が類似的に使用 されてお り、Eラ ーニングのE、 バーチャル、オンラインとい う言葉はインターネ
ット及びITを 意味する(吉 田2003:9)。Eラ ーニングシステムは大別して遠隔講義システム、講義

録システム、WBLシ ステム(主 としてパ ソコンのWebブ ラウザを通 じて学習す るシステム)が ある(小

原2002:52-53)。
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交換留学プログラム留学生向けの英語による授業を受講する条件 としてWeb-CTの 授業の受

講を必須条件 とするなど、 日本人学生の実際の英語力を考慮 した段階を追ったカ リキュラ

ム構築が必要である。16現 実的には、このような整備 なしには通常の 日本の大学の学生が

英語圏レベルの大学の授業についていくことはかな り困難である。 これは大学院生におい

ても同じことである。

日本人学生と留学生が共に授業を受講す ることには、表面的なレベルでの交流に終わっ

てしまいがちな交流が知の交流によって深まるとい う重要な意味もある。共に授業を受講

し、議論 し、共同プロジェク トなどに取 り組むことで深い レベルでの交流が実現できる。

広島大学短期交換留学プログラム留学生のプログラム評価では、留学生は、 日本人学生 と

共に授業を受講 した授業については、その点を高く評価 している。ただし、留学生の中に

は、「日本人はただ座っているだけで、その存在にはあま り意味がない」ととらえている学

生 もいる。その要因 として、 日本の大学と留学生の出身大学でのテ ィーチングスタイルの

相違、また、文化的要素に起因した学生の授業における態度の相違 も反映していると考え

られ る。 さらに、自国語である日本語でも授業で積極的に発言する訓練を受けていない 日

本人学生が、外国語である英語で発言できるようになるためには、訓練 と経験の場を提供

することが重要になってくる。

留学生 と日本人学生の 「統合論」 「分離論」:国 際通用性のあるカ リキュラム構築 に

お ける課題

現在、広島大学短期交換留学プログラムで行われている英語による授業は、留学生 と日

本人学生の 「分離」の中で行われている。留学生は3種 類のカテゴリーの中か ら受講する

授業を選択することとなってお り、それ らは1)特 別コース として短期交換留学プログラム

留学生のみに英語で開講 される授業(SpecialCourse)、2)既 に日本人一般学生に開講されて

いる授業で短期交換留学プログラム留学生も受講できるとし、そのために英語で補助教材

を提供す る授業(RegularCourse)、3)既 に日本人一般学生に開講 されている授業で、 日本

語で授業 を受講できるレベル の 日本語能力 を習得 してい る場合は受講可能 としたもの

(OtherCourse)で ある。

大学で留学生のカ リキュラムを編成す るに当た り、 日本人学生 と留学生を区別せず同じ

162004年12月 に実施したアンケー ト調査 「『広大短期交換留学プログラム(HUSA)留 学生のための

英語で行う授業(英 語圏の大学 ・大学院相当の授業)の 日本人学生への開講ニーズ調査』:～日本人
学生への開講に向けて～」によると、回答者のうち約半数が、英語で行うコースを留学生と一緒に受
講したいと考えていることがわかった。

-22一



枠 の中に入 れ る 「統合主義」 と、 日本 人学生 と留学生 のカ リキュラムを別枠 で作 る 「分離

主義 」 とがあ る。両方 にメ リッ ト、デ メ リッ トが あ り、 日本人学生 と留 学生の希望 と、現

実 的な言語 能力の問題 を考慮す る と、 これ は、カ リキュラムの国際化 を困難 に してい る要

因で もある。 日本 の大学 の国際化 を困難 にす る要 因 として、花見 ・西谷(1997)の 挙 げる1)

大多数 の 日本 の大学 の教育言語 である 日本語 の国際的普及度 の低 さ、2)大 学教育の システ

ムが、 日本社 会 に適応す る人材 の要請 を 目的 とされて きたため、教 育システムの国際的対

応性 が低 い こと、が挙 げ られ る。 カ リキュ ラムの言語 を英語 に した場合 、 日本人学生 との

統合 が困難 である現実 が現在直面 している問題 である。

江渕(1997:75-76)は 、カ リキュラムの改革 について、ア メ リカで論議 されてい る、留学

生 が現行 カ リキュラムに 自分 を合 わせ る 「統合論」、及び留学生のニーズ に応 じて現行カ リ

キュ ラムを変 える 「分離論」 につ いて述 べてい る。 ここでの分離論 とは、留学生のニーズ

に応 じて、履 修基準やカ リキュラムの内容 を手直 しす る、極論 としては留 学生のた めに別

コースを用 意す る考 えで あ り、統合論 は、学位 取得 を 目的 とす る留学 生は、 自国学生 と同

様 の条件 で履修基準 を満 たすべ き とす る考 えである。江渕(1997:75-76)は 、 ウィンダム ら

(WindhamandWagner:1989)の 考 えに言及 し、ア メ リカで は、留学生特別扱いの コースやカ

リキュ ラムは、留学生 と自国学生 との交流 を妨げ る とい う理 由か ら回避 されてい るこ とを

述べ てい る。 問題 は、 日本語 を主体 とす る授 業 を開講 してい る 日本 の土俵 で、世界共通語

の英語 を使 用す るア メ リカ の 「統合論 」及 び 「分離論」 を応用 できない現 実で ある。 日本

の大 学で 日本 語 による 「統合」 を 目指す ことの困難 さについ ては前述 した通 りで ある。国

際共通語 となった英語 による 「統合 」部分 を作 り、そ こに 日本人学生 も入 ることを可能 に

す る方 向で考察 してみたい。

国際通 用性 の あ るカ リキ ュ ラム構築 にお け る課 題

現在 、広 島大学短期 交換留 学プ ログラムに応募す る留 学生の数 は増加 の一途 にあ り17、学

生 のニーズ も多様 化 してい る。多様 なニーズに対応す るプログラムを作 るため には、 出身

国の大学 と受 け入れ先で ある広 島大学 が協力 し、学生が双方 にお いてメ リッ トを引 き出せ

る よ うな体制作 りを整 えてい く必要 がある。花 見 ・西谷(1997)は 、 日本 国際教育学会 によ

る 「資 料 短 期 留 学 の推 進 につ い て 短 期 留 学推 進 に 関す る調 査研 究 協力 者 会 議 報 告 」

17広島大学短期交換留学プログラム(HUSA)で は
、2003-2004年 度に46名 、2004-2005年 度に42名 、

2005-2006年 度には52名 の留学生を受け入れた。2005年10月 の時点で広島大学短期交換留学プロ

グラムの協定大学数は19力 国47大 学(UniversityStudiesAbroadConsortium[USAC]を 含む)で あ

る。USACを 通 じてプログラムに参加できる学生を含めると大学数は47大 学を上回る。
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(1995:15)に 言及 し、短期交換留学生受 け入れ の推進 の意義 として.1)「 よ り多 くの留学生

が多様 な国か ら留学 して くる」.2)わ が国 と世界各 国の大学間の協力.提 携 のい っそ うの強

化 」、3)「わが国の大学 にお ける教 育研究指 奪方 法の大幅な改善や一層 の国際化が図 られ る」

ことへの期待が挙 げ られ てい ることを指摘 してお り、 これ らの意義 は国際カ リキュ ラム構

築 と結びつ く重要 な事項 であ る。 花見 ・西谷(1997)が 出身大学の制度 を背負 ってや って く

る短 期交換留学生 の受 け入れ に よる概存 の教育 システムへのイ ンパ ク トにつ いて指摘 して

い るよ うに、短期留学生 の受 け入 れ によ り、大学相互 間の制度の見直 し、調整 が必 要 とさ

れ る。そのための、「留学生 の出身 国にお ける教育制度や教育課程.教 育評価 に閣す る精確

な情報 を獲得す る方法 ・システム を確 立す る」 こ との必要性 を江渕(1997:148)は 説 いてい

る。 短期交換留学 プ ログラムの本 来の 目的で ある単位 互換 を促進 して環実 に卒業 を遅 らせ

ることな く交換留学 を可能 にす るた めには.留 学生 の出身 大学の単位互換 システムについ

ての調査が必要 になって くる。 さらに.日 本 で取得 した単位 がス ムーズ に互換 され るため

には、広島大学での 国際通用性 のある授業 内容 につ いての提示 が必要 となって くる。1$単

位 互換 にお ける問題 は、大 学間のシステ ムの違 いである。 広島大学短期交換留学 プ ログラ

ムの協定大学が、北米 、 ヨー ロッパ、オセ アニア、アジア と広範囲 に渡 る環在 、共通性 の

あ るカ リキ ュラムの構 築が困難 とな ってい る現状が ある。「国際通用性 」と一言 にい って も.

どの よ うに全世界の大学の共通性 を講築 してい くかが将来 の課題で ある。

例 えば、ヨー ロ ッパ では、欧艸倭 員 会(Europ磁nCommission)を 中心 として、ERASMUS(The

Europe翻Co鱒unityActionSche鵬fortheM。bihtyofUniversityStudents>が 展 開

され 謄.ヨ ー ロッパ にお ける高等教育交流 が促進 され 、ヨー ロ ッパ全体 の教育制度 の均等化

が図 られ てきた。堀 田(20⑪1:31,38-39)は.エ ラスムス活動 の全学 的な広 が りに よって、

学内の教育の質 が活性化 され.留 学生か らの評価 に啓発 されて授 業 内容 を国際的に比 較 さ

れ ることで、教官 も教授法 について検討 し大学全体 の教 育の質が 向上 したこ とにつ いて述

べてい る。2。 しか し.エ ラス ムス計画 も問題 を抱 えてお り、これ らの問題 は.国 際化 を推

進 す る大学 な らほ とん どの大学 が直面す る問題 で ある ともい える。例 えば、江渕(1997;

189哩 劔)の 摺摘では.限 られたEC予 算 で十分対応 できない ことか ら教 育課程 の共通化や

準備 教育の整備充実 な どの質 的な改善の要求 がある こと、国に よって学生 の扱 いが異なる

18実 際に単位を互換 し
.卒業を遅 らせることなく所属大学を卒業 しているかについては広島大学か ら

の派遣学生と受け入れ留学生について調査が今後必要である。
19エ ラスムス計画は

.EC委 員会の決定に基づいて第一期三ヵ年のパイロットプログラムとして1987

年にスター トした(涯 渕19971176).
露OERASMUS事 業の概要

.歴 史的背景、及びその発展等についての詳細は、堀田(2001>.江 渕(1997)
を参照。
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ことなどからの不平等や硬直性の問題があること、担当者の事務量負担の増大への不満が

あること、履修互換糊度への不安.成 績が下がることや学位取得が遅れ ることへの懸念が

学生にあることか ら優秀な学生ほど応募 しない傾 向があること、教授言語の国際的普及率

の問題から起こる留学生吸引力の差の問題や.宿 舎.外 国人学生 と自国学生の統合主義 と

分離主義のジレンマ等の問題があることなどが問題 として挙げられている。 これ らの問題

は、短期交換留学プログラムの留学生が直面 している問題 と共通 性を持つ部分が多い。

アジア ・太平洋諸国で推進 されているUMAP(ア ジア太平洋大学交流機構.Un董versity

M◎bilityinAsぬand艶cific)事 業は.エ ラスムスの成果がモデル とされてお り(堀田

2001131)、 これか らの発展が期待 されている。U甑P事 業においても、交換留学制度の促進

及び単位互換促進 とも関連 して、国際カリキュラム溝築は重要な課題である。堀 田(2006:

1-2)は.ア ジア ・太平洋地域の8大 学の調査に基づき、アジアの大学が大学での英譜使周

の効果 として大学が国際的に競争力を持ち.交 換留学を促進することができると考えてい

ることを指摘 し、さらに1>自 国の学生が留学準備 をするのに有効性を持ち、2)海 外か ら

の留学生を増加 させ、3)交 換留学での単位互換を促進する等の効絹について認識 している

ことを指摘 している。アジアの大学から英語圏への留学は増加 し、逆の留学が少ない現状

の中、国際的競争力を高め.研 究面での交流を促進するため、アジア圏の大学で英譜によ

るコースを開講 しようとする動向がある(堀 田200612)こ とは興味深い。

結語

今 日のグローバル時代において、日本の大学は国際競争力を問われることとなった。喜

多村(2002195-97)が 遮べているように、これまで学生は国内需要で確保できてお り.国 際

的市場を視野にいれての競争力があるかについては.大 学の深刻な問題 とされてこなかっ

た。それが現在では.大 学の魅力を国際的にアピール し.教 育及び研究が国際的競争力を

持つ ことが評佃 される時代 となった。 日本人だけでな く、留学生にも魅力があ り.大 学で

得た単位や知識が国際的通用性をもつかどうかが試されるとい う時代背景と大学の生き残

りとい う側面か ら捉えても.国 際カリキュラムの構築は一考 してみ る価値のあるものでは

ないかと考えられる。国際共通語 となった英語で授業を行 う英語圏や、エラスムス国際交

流計爾によって大学の国際化を進めるヨーロッパと対等に目本の大学が国際競争力を持つ

ためには、国際カ リキュラムは.生 き残 りをかけて大学が将来的に取 り組むべき課題では

ないかと思われる。

江澗 く19971148)が 、留学生の問題の対応において、留学生教育への射応が大学教育全体
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の改善に大きな意義を持ちうる方向に向けることの重要性を指摘 しているように.「統合」

に向けた形で.留 学生 と日本人学生が共にメ リッ トを享受できる環境を整備 していくこと

が国際社会 に蛇応できる人柱育成 につながるとは考え られないであろうか。江瀾(前 掲:

148-149)は 、受け入れ留学生のために大学を整備することにより、教育改革を実行 しやす

い環境が整ってきたことを指摘 し.そ の改革が、「留学生流入のインパク トが自国学生を含

む大学教育全体の改革にまでポジティブな効果 をもた らす可能性を含んでいる」ことを述

べている。留学生と自国の学生の双方がグローバル社会の中で活躍できる人材へと育つこ

とを員指 していくことがこれからの大学が模索すべき方向ではないか。 しかし、本稿で考

察 したように、 日本人学生 と留学生が共に参加できるカ リキュラム作 りには 日本人学生の

英語力の問題.留 学生の所属大学 と広島大学との剃度の違いの問題からおこる単位互換の

問題.国 際通用性のあるカ リキュラム構築の具体的な実現に当たっての類型作 りとそのた

めの人員の問題など、カ リキュラム自体の問題のみでな く、人員 と大学の編鋼とも関わっ

てくる大学全体が取 り組むべき課題が残 されている。

質の高いプログラム提供 とその国際通用性の問題は ヨ本の大学が今後抱えていく問題 と

なることが予測される。その取 り組みにおいて忘れてはならないのは、藍細亜大学留学生

センターの設立者の一人である萩田セキ子 さんの 「外国人学生の問題で重要なことは受け

入れ数ではなく、学生を受け入れる組織の質である」との意見(衛 藤1993176)で ある。

この見解は、留学生受け入れに携わる者が常に念頭 においてお くべきであると考える。大

学の国際化 レベルを社会にアピールすることに懸命 にな り.受 け入れ体制 と留学生のニー

ズを考慮す ることなく受入数の増加に目を奪われることは危険である。留学生に対 して重

要なのは.質 的な支援 とその支援の剃度的.組 織的保障であるとい う有本 ・江原(1996)の

指摘は.大 学が留学生政策を論 じる際に陥 りがちな盲点をついているといえる。 日本人学

生 と留学生が共に国際人 として成長 していけるようなプログラム作 りが今後の大学の大き

な課題である。

その第一歩 として.広 島大学では、20⑪6年度前期より海外の大学と連携 して 日本人学生

向けの日本語及び英語の両言語及びWeb-CTを 使飛した特劉協力講義を留学生センターより

開講 した。国際カ リキュラム構築に向けての第一歩を踏み嵐した今、学生の要望と社会で

のニーズを掘握 し、具体的にどのよ うな国際カ リキュラムを溝築することが広島大学の学

生にとって最 も望ま しいかについて具体策を練 る機会でもある。留学生 と日本人学生の両

方のメリットとい う視点から.教養科 目・専門分野 とどう関連付けるか、類型 と開講分野、

及びカリキュラムの編成方法など.本 稿で議論 したように、カ リキュラム構築には考察 し
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なけれ ばな らない点が多 くある。今年 開講 した特別協力講義 を通 して これ まで見 えなか っ

た学 生の要望 と実態が把握 できる可能性 もあ り、それ を大学 の戦 略 と 日本 人学生及び留学

生 の国際的教育へ ど う生 かす かが今後 の課題 である。
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